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３ はじめの言葉 

 
 
４ マイナンバーを巡る迷走 

多すぎる「説明できず」               田原文夫 

「マイナンバー制度の説明不足、ここに極まれり」の状態が続いている。カード手渡し

をする現場職員が「解っていない」のだから。迷走ぶりをみていると、実は作った側も解

っていなのではないかと思えてくる。ユーザーマニュアルくらいはあって然るべきなのだ

が。「責任者出てこーい」である。 
 
 
１０ 情報社会を考える その６８ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

情報社会の大原則 
 これほど酷い話もないだろうと思われるのが、パナマ文書なるものの存在が公表（マス

コミ報道）されたことで明らかになった各国首脳の経済活動（？）ぶりである。まだ、ほ

んの氷山の一角でしかないと言われるが、これほど悪質な行為はないと世界中が怒りを持

って、今後の情報公開の行方に固唾を飲んで注目している。情報社会の要諦は情報公開、

情報開示である。人権宣言を持ち出すまでもなく、人間平等な存在ならば、情報開示も平

等に実行されなくてはならない。特定情報が一部の人間だけが知り得るような状況は断じ

て許されない、というのが情報社会のもうひとつの要諦であり、基本ルール、掟である（は

ずだ）。 

 
 

１２ オープンガバメント OG 29 
情報社会をすすめる       その 63        水田 浩 

1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 
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１８ 連載 アーキテクチャ論 （61） 

応用型 EA                      山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

今回は、適応型エンタープライズアーキテクチャ（EA）について紹介する。現在では、

多数の新しいクラウド技術が活発に開発されているので、クラウド技術の導入では、経費

削減、柔軟性、拡張性、準備能力、投資、セキュリティやデータの機密性などについて、

総合的な意思決定が必要である。このような変化が速いクラウド技術を系統的かつ戦略的

に組織に導入するために、適応型エンタープライズアーキテクチャを用いることができる。 
 

 
２９ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その１６ 

第 11 話 大学勤務時代（その４）            Dr.ベスト 

マルチ人間、スーパー人間と呼ばれてもいいほど、高度成長時代からバブル崩壊、そし

て今日に至るまで 4 回の定年退職（1 回目：企業の早期退職制度に基づく退職（52 才）、2
回目:同企業の関連会社における定年退職（60 才）、3 回目:某大学における定年退職（65
才）、4 回目:別の大学における定年退職（70 才））を経験しながらも「情報と人材」をテー

マに働き続けてきた男がいる。その男の生き方は人口減少／少子高齢化時代への挑戦に何

らかのヒントを与えることができるのではないかと思われる。その半生を「履歴書」的に

紹介させていただきたい（編集部）。 

 

 

３８ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第７８回 熊本地震におけるテレビの 

ネット同時再配信とドローン映像の現状       根本忠明 

最近、わが国では大きな地震や大雨などの災害が繰り返されるようになった。大震災や

台風などの大災害の際に気になるのは、リアルタイムな情報であり、ドローン等による空

撮映像の配信である。我が国は、テレビ放送のネット同時再配信が不十分で、過渡的な段

階にある。これらが欧米並みに自由化されれば、被災地での被害状況の迅速な把握と被害

防止につながるはずである。今回、これらの問題について報告する。 
 
 

４１ 続インテリジェンスへのいざない 76 

共和党トランプ氏圧勝と日米国民の立て前と本音    今井 武 

差別的暴論／言いたい放題の大統領候補トランプ氏の勢いが止まらない。保守勢力共和

党が恐れるほどの「想定外の変化」がアメリカで起きている（らしい）。果たしてそうか。

現代アメリカ人の立て前と本音が出ているのかもしれない。これが本音というものか。 
 

 

４４ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
 

 

 



WebCR2016/5                                              WebComputerReport 

WebCR2016/5                                              WebComputerReport 
 

3 

案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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